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新
年
の

ご
挨
拶

一
般
社
団
法
人 

北
九
州
市
保
育
所
連
盟

会　

長　

酒
　
井
　
　
光
　
義

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、健
や
か
に
新
年
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
こ
と
、心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。昨
年
は
当
連
盟
の
主
催
す
る
各
事

業
に
お
き
ま
し
て
、皆
様
方
の
多
大
な
お
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
協
力
の

ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
数
年
国
内
で
の
自
然
災
害
は
規
模

も
大
き
く
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、い
つ

こ
の
身
に
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
最
中

に
い
る
こ
と
が
西
日
本
豪
雨
等
を
通
し
て
実

感
さ
れ
た
こ
と
で
し
た
。年
末
に
出
さ
れ
た

恒
例
の
一
文
字「
災
」は
そ
の
世
相
を
知
ら
し

め
る
と
共
に
私
た
ち
へ
の
問
い
か
け
に
も
聞

き
取
れ
ま
す
。こ
れ
ま
で
各
地
で
被
害
に
遭

わ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
、少
し
で
も
早
い
復
興
を
と
念

じ
つ
つ
支
援
を
続
け
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、新
制
度
の
施
行
か
ら
4
年
が
経
過

し
よ
う
と
す
る
中
、1
年
後
の
制
度
見
直
し

を
見
据
え
、国
の
子
ど
も
子
育
て
会
議
が
幾

度
か
開
催
さ
れ
、多
く
の
問
題
が
検
討
さ
れ

る
中
、様
々
な
情
報
が
錯
綜
し
て
い
ま
す
。

公
定
価
格
、経
過
措
置
の
期
限
到
来
項
目
、

無
償
化
問
題
を
中
心
に
今
後
の
制
度
見
直

し
を
進
め
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、保
育
所

等
に
お
け
る
保
育
の
質
の
確
保
、向
上
に
関

す
る
検
討
会
で
の
論
議
と
合
わ
せ
、こ
れ
か

ら
求
め
ら
れ
る
保
育
の
姿
が
垣
間
見
れ
る

よ
う
で
す
。

少
子
化
対
策
の
最
大
の
目
玉
と
し
て「
幼

児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
」が
大
詰
め
で
す
。

平
成
31
年
10
月
施
行
実
施
を
目
指
し
そ
の
作

業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、精
査
さ
れ
ず

未
解
決
の
問
題
を
残
し
ま
す
。と
り
わ
け
保

育
料
そ
の
も
の
に
お
い
て
保
育
所
、幼
稚
園
、

認
定
こ
ど
も
園
で
の
3
歳
児
の
取
り
扱
い
や

負
担
額
の
有
無
、保
護
者
負
担
と
す
る
と
給

食
費
の
実
費
徴
収
方
法
に
関
す
る
こ
と
等
、

地
方
行
政
、施
設
、保
護
者
に
と
っ
て
大
き
な

問
題
で
す
。無
償
化
に
対
し
て
、そ
の
も
の
の

反
対
を
申
し
立
て
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、実
費
徴
収
と
さ
れ
る
食
材
料
費
に
つ
い

て
主
食
費
・
副
食
費
共
に
施
設
に
よ
る
実
費

徴
収
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
違
和
感
を
感
じ
ま

す
。こ
れ
ま
で
も
食
育
は
保
育
の
中
の
大
切

な
位
置
づ
け
と
し
実
行
し
て
い
る
こ
と
で
あ

り
、生
命
維
持
の
根
源
で
も
あ
り
ま
す
。そ
れ

こ
そ
無
償
化
の
中
の
基
本
と
す
べ
き
こ
と
、

保
育
団
体
に
お
い
て
強
く
要
望
す
べ
き
と
も

考
え
ま
す
。

本
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る「
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
研
修
」に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
行

政
と
と
も
に
進
め
作
り
上
げ
て
き
た
本
市
の

「
保
育
研
修
制
度
」が
先
を
見
越
し
た
取
り
組

み
で
あ
っ
た
こ
と
が
実
証
さ
れ
ま
し
た
。他

府
県
で
は
見
ら
れ
な
い
過
去
の
研
修
受
講
が

10
年
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
認
め
ら
れ
た
こ
と
、

研
修
日
数
11
日
の
確
保
に
お
い
て
も
、こ
れ

ま
で
の
車
の
両
輪
と
し
て
歩
ん
で
き
た
こ
と

の
実
績
そ
の
ま
ま
と
受
け
止
め
ら
れ
る
こ
と

で
す
。更
に
は
市
保
育
士
会
に
お
い
て
も
独

自
開
催
が
で
き
る
組
織
と
し
て
存
在
す
る
こ

と
も
心
強
い
こ
と
で
す
し
、資
質
向
上
に
向

け
て
の
意
欲
の
表
れ
と
い
え
ま
し
よ
う
。本

市
に
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
年
数
や
職
種
に
あ
っ

た
研
修
を
受
講
で
き
る
体
制
が
あ
る
こ
と
を

心
か
ら
喜
び
、今
後
も
積
極
的
に
望
ん
で
い

た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

本
市
の
保
育
事
業
の
発
展
の
推
進
力
は
、

行
政
と
の
強
い
信
頼
関
係
の
確
立
と
継
続
、

そ
し
て
連
盟
会
員
の
結
束
力
で
す
。昨
年
の

4
年
に
一
度
の
7
支
部
合
同
の
保
育
ま
つ
り

の
開
催
に
お
い
て
は
、あ
い
に
く
の
天
気
模

様
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
育
つ
、育
て
る
、育
ち

あ
う
』を
テ
ー
マ
に
４
０
０
０
名
の
来
場
を

い
た
だ
き
、社
会
へ
保
育
所（
園
）の
存
在
、子

育
て
の
大
切
さ
、そ
し
て
喜
び
、と
も
に
支
え

あ
う
施
設
で
あ
る
こ
と
を
市
と
連
盟
と
一
体

と
な
っ
て
大
き
く
発
信
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
も
横
の
つ
な
が
り
、組
織
力
の
表
れ
で

あ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。今
後
も
大
切

に
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

新
年
を
迎
え
、こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き

た
認
可
施
設
と
し
て
、保
育
施
設
と
し
て
の

誇
り
を
胸
に
、保
育
界
は
大
き
く
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
が
、保
育
そ
の
も
の
は
子
ど

も
た
ち
の
立
場
に
立
っ
た
視
線
で
と
も
に
歩

ん
で
参
り
ま
し
ょ
う
。本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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会
長

　
酒
井
　
光
義

顧
問

　
西
村
　
賢
了

　
藤
岡
佐
規
子

　
北
野
　
一
惠

副
会
長

　
山
本
　
文
雄

　
北
野
　
久
美

保
育
士
会
参
与

　
中
村
　
尋
子

保
育
士
会
副
会
長

　
黒
田
　
玲
子

　
河
﨑
　
幸
子

　
重
國
　
香

門
司
支
部

支
部
長

　
西
　
　
敏
昭

保
育
士
会
長

　
松
本
由
紀
子

小
倉
北
支
部

支
部
長

　
岡
村
　
信
久

保
育
士
会
長

　
福
田
み
つ
よ

小
倉
南
支
部

支
部
長

　
藤
井
　
英
和

保
育
士
会
長

　
山
﨑
　
啓
子

若
松
支
部

支
部
長

　
松
尾
　
副
充

保
育
士
会
長

　
長
畑
　
洋
子

八
幡
東
支
部

支
部
長

　
杉
園
　
弘
充

保
育
士
会
長

　
原
田
　
利
枝

八
幡
西
支
部

支
部
長

　
山
本
　
文
雄

保
育
士
会
長

　
鈴
木
富
美
子

戸
畑
支
部

支
部
長

　
内
田
リ
ツ
子

保
育
士
会
長

　
井
上
　
清
美

本年も宜しく お願いします
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【
一
般
社
団
法
人 

北
九
州
市
保
育
所
連
盟
】

①
会
長　
　
　

    　

酒
井 

光
義

②
小
倉
北
区 

神
岳
保
育
園

③
楽
器
の
演
奏
や
歌
う
こ
と
。
オ
ー

ト
ハ
ー
プ
も
ど
う
に
か
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

④
ど
っ
こ
い
し
ょ
！
あ
痛
た
た
た
！

が
口
癖
に
な
っ
て
い
る
の
が
怖
い

で
す
。
ボ
デ
ィ
ケ
ア
に
努
め
て
い

る
つ
も
り
で
す
が
、
お
酒
を
あ
び

れ
ば
同
じ
か
も
。
新
し
い
庭
の
手

入
れ
の
出
来
栄
え
に
喜
び
を
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

⑤
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず　

世
阿
弥

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

育
通
信
」
の
新
年
号
に
も
例
年
同

様
に
新
年
の
挨
拶
を
寄
稿
し
た
中

で
も
ふ
れ
さ
せ
て
頂
い
た
「
そ
の

一
言
で
」
の
一
文
が
殊
の
ほ
か
心

に
染
み
る
。
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
の

一
言
が
人
を
慰
め
、
励
ま
し
、
時

に
は
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
る
こ
と

を
思
い
乍
ら
、
今
年
も
残
り
の
人

生
を
大
過
な
く
過
ご
し
た
い
も
の

と
思
っ
て
い
る
。

⑤
一
意
専
心

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

①
副
会
長　
　
　

   　

  

西 

敏
昭

②
門
司
区 

西
光
保
育
園

③
音
楽
・
映
画
鑑
賞
・
銭
湯
巡
り　

等

④
観
衆
を
前
に
し
て
演
じ
る
芸
能
の

魅
力
を
楽
し
ん
で
い
る
。

　

大
衆
芸
能
…
三
味
線
・
漫
談
・
浪
曲
・

古
典
落
語　

他

⑤
和
顔
愛
語
（
わ
げ
ん
あ
い
ご
）

　

経
典
の
中
に
あ
る
言
葉
で
、
お
だ

や
か
な
笑
顔
と
思
い
や
り
の
あ
る

話
し
方
で
人
と
接
す
る

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

①
副
会
長　
　

       

杉
園 

弘
充

②
八
幡
東
区 

高
見
の
森
保
育
園

③
釣
り
・
将
棋
・
旅
行

④
絶
滅
危
惧
種
の
か
す
み
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
の
繁
殖
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
毎
年
近
隣
の
某
所
か
ら
卵

を
取
っ
て
き
て
、
園
児
と
一
緒
に

育
て
園
庭
の
ビ
オ
ト
ー
プ
に
放
流

し
、
今
年
5
年
目
に
初
め
て
産
卵

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
い
の
ち
の

役員全員集合新春特別企画

左から ［ 後列］ 重國、岡村、西、杉園、山本、河﨑　 ［前列］ 黒田、北野、酒井、橘原、中村

日
々
よ
り
よ
い
保
育
に
、
ご

尽
力
頂
い
て
い
る
役
員
の

方
々
の
素
顔
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

① 

役
職
・
氏
名

② 

勤
務
園
（
所
）

③ 

趣
味
、
特
技
等

④ 

ひ
と
こ
と

（
自
己
ア
ピ
ー
ル
や
最
近
は
ま
っ
て
い

る
事
、
身
の
回
り
で
起
こ
っ
た
事
等
）

⑤ 

座
右
の
銘

①
副
会
長　
　
　
　

 

山
本 

文
雄

②
八
幡
西
区 

聖
愛
保
育
園

③
掃
除

④
最
近
、
身
近
な
方
か
ら
断
舎
離
や

終
活
の
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

自
分
も
や
ろ
う
と
心
掛
け
て
お
り

ま
す
が
、
忙
し
さ
を
理
由
に
延
ば

し
延
ば
し
に
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
壊
れ
て
い
て
も
物
は
最
後
ま

で
大
切
に
し
た
い
の
で
、
断
捨
離

出
来
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

⑤
人
の
短
を
言
う
な
か
れ
、
己
の
長

を
説
く
な
か
れ

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

【
公
益
社
団
法
人 

北
九
州
市
私
立
保
育
園
連
盟
】

①
会
長　
　
　

  　

  

橘
原 

淳
信

②
小
倉
南
区 

光
法
保
育
園

③
囲
碁
・
読
書

④
齢
（
よ
わ
い
）
を
重
ね
た
せ
い
か
、

近
頃
頓
（
と
み
）
に
忘
れ
も
の
が

多
く
な
っ
た
。
家
を
出
た
あ
と
忘

れ
も
の
を
思
い
出
し
再
び
帰
宅
す

る
の
は
日
課
と
な
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
は
こ
れ
ま
で
に
も
な

か
っ
た
か
と
言
え
ば
嘘
に
な
ろ
う

が
、
し
か
し
現
在
（
い
ま
）
の
状

況
は
曽
て
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
妻

に
先
立
た
れ
た
こ
と
も
一
因
で
あ

ろ
う
か
と
し
ば
し
ば
我
が
身
を
慰

め
な
が
ら
の
日
々
で
あ
る
。
趣
味

と
し
て
い
る
囲
碁
仲
間
と
の
約
束

で
さ
え
失
念
す
る
よ
う
で
は
先
が

見
え
て
い
る
。

　

全
私
保
連
の
機
関
紙
で
あ
る
「
保
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旅
博
物
館
の
江
頭
学
芸
員
か
ら
産

卵
池
と
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

⑤
成
せ
ば
成
る

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

①
副
会
長　
　

    
岡
村 

信
久

②
小
倉
北
区 

長
浜
保
育
園

③
ゴ
ル
フ
。
特
技
は
才
能
に
恵
ま
れ

ず
特
に
な
し
。

④
「
仕
事
上
で
の
今
年
度
一
番
の
特

記
事
項
」
長
男
が
長
浜
保
育
園
職

員
と
な
っ
た
こ
と
。「
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
」
最
近
体
も
ゴ
ル
フ
の
ス
コ
ア

も
メ
タ
ボ
な
の
で
、
ど
ち
ら
も
ダ

イ
エ
ッ
ト
す
べ
く
奮
闘
中
。（
道
は

険
し
）

⑤
和
顔
愛
語

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

【
北
九
州
市
保
育
士
会
】

①
会
長
（
一
般
社
団
法
人
北
九
州
市

保
育
所
連
盟 

副
会
長
）

　
　
　       

北
野 

久
美

②
小
倉
南
区 

あ
け
ぼ
の
愛
育
保
育
園

③
趣
味
は
多
す
ぎ
て
書
き
き
れ
な
い

で
す
が
…
人
が
好
き

　

特
技
は
人
間
観
察
、
柔
軟
な
対
応

（
Ｉ
Ｑ
よ
り
Ａ
Ｑ
…
ア
ド
リ
ブ
の
ク

オ
リ
テ
ィ
）

④
本
来
は
人
見
知
り
で
、
明
る
い
引

き
こ
も
り
の
私
で
す
が
、
子
ど
も

た
ち
を
前
に
す
る
と
勇
気
も
元
気

も
わ
い
て
き
ま
す
。
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
旺
盛
で
、
興
味
を
持
っ
た
ら

な
ん
で
も
取
り
組
み
ま
す
が
、
最

近
の
推
し
は
「
ホ
ッ
ト
ヨ
ガ
」
呼

吸
を
意
識
し
、
自
分
の
体
と
向
き

合
う
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

⑤
相
逢
先
一
咲　

諦
め
る
と
は
明
ら

か
に
極
め
る
こ
と

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

①
参
与　
　
　
　

    

中
村 

尋
子

②
門
司
区 

花
か
ご
保
育
園

③
旅
行

④
こ
れ
ま
で
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

の
ス
ケ
ル
ト
ン
は
全
く
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
現
在
網
走
南
ヶ
丘
高

校
1
年
の
孫
が
、
Ｎ
Ｆ
の
強
化
選

手
に
選
ば
れ
ユ
ー
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
（
ス
イ
ス
）
を
め
ざ
し
て
、
カ

ル
ガ
リ
ー
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
な

ど
の
合
宿
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

室
蘭
工
業
大
学 
清
水
一
道
教
授

が
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で

３
０
７
万
円
集
め
た
お
金
と
室
蘭

市
・
北
海
道
が
支
出
し
て
孫
の
そ

り
を
制
作
中
。孫
の
応
援
に
は
ま
っ

て
い
ま
す
。

⑤
一
期
一
会

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

①
副
会
長             

黒
田 

玲
子

②
小
倉
北
区 

れ
ん
げ
心
の
花
保
育
園

③
夜
、
テ
レ
ビ
の
録
画
を
見
な
が
ら

仕
事
を
す
る
こ
と
。
特
に
ス
ポ
ー

ツ
は
あ
ら
ゆ
る
番
組
（
サ
ッ
カ
ー
・

ス
ケ
ー
ト
・
カ
ー
リ
ン
グ
・
空
手
・

柔
道
・
卓
球
・
野
球
・
新
体
操
・

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
・
サ
ー
フ
ィ
ン
・

ス
ケ
ボ
ー
・
テ
ニ
ス
・
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
・
馬
術
・
エ
ア
ロ
ビ
他
）
を
観

ま
す
。

④
・
服
が
捨
て
ら
れ
な
い
の
が
悩
み

　

・
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
行
く
の

が
望
み

⑤
泣
こ
か
い
、
跳
ぼ
か
い
、
泣
こ
よ

か　

ひ
っ
跳
べ

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

①
副
会
長             

河
﨑 

幸
子

②
小
倉
北
区 

今
町
保
育
所

③
園
芸
・
美
術
鑑
賞

④
演
劇
関
係
に
、
少
し
ハ
マ
っ
て
い

ま
す
。
こ
こ
1
年
で
、
学
生
や
地

元
の
小
劇
場
で
の
お
芝
居
、
博
多

座
や
歌
舞
伎
座
の
歌
舞
伎
な
ど
見

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
味
わ
い
が
違
い
ま
す
が
、パ
ワ
ー

を
も
ら
い
ま
し
た
。

⑤
“
笑
う
門
に
は
福
来
る
”
と
い
う

1
年
に
し
た
い
で
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

①
副
会
長　
　

    　
　

重
國 

香

②
八
幡
東
区 

大
蔵
保
育
園

③
刺
激
を
受
け
る
も
の
探
し

　

・
旅
行
（
Ｔ
Ｄ
Ｒ
は
、
何
度
で
も
）

　

・
映
画
・
ラ
イ
ブ
（
毎
年
行
っ
た

ス
マ
ッ
プ
ラ
イ
ブ
…
）

　

・
読
書
（
最
初
の
ほ
う
を
読
ん
で

満
足
す
る
こ
と
も
…
）

④
ス
ト
レ
ス
解
消
法
は
、
ナ
ノ
ブ
ロ
ッ

ク
作
り
で
す
が
、
近
頃
目
の
疲
れ

が
早
く
…
。

⑤
『
出
会
い
』
を
大
切
に

お
　
よ
　
ろ
　
こ
　
び

☆ 

平
成
30
年
春 

瑞
寶
單
光
章

さ
か
え
保
育
園
　
　
　
　
統
括
保
育
士
　
夜
部 

榮
子
　

☆ 

平
成
30
年
秋 

瑞
寶
單
光
章

幸
神
保
育
園
　
　
　
　
　
主
任
保
育
士
　
田
中 

和
子

新
栄
は
や
と
も
保
育
園
　
　
　
　
園
長
　
吉
岡 

優
子
　

☆ 

全
国
私
立
保
育
園
連
盟
保
育
功
労
賞

あ
け
ぼ
の
保
育
園
　
　
　
　
　
　
園
長
　
北
野 

哲
也

鴨
生
田
保
育
園
　
　
　
　
　
　
　
園
長
　
松
尾 

副
充

☆ 

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
（
社
会
福
祉
功
労
者
）

社
会
福
祉
法
人 

天
心
報
恩
会
　
　
理
事
長
　
吉
井 

桂
子

蜷
田
保
育
所
　
　
　
　
　
　
　
　
所
長
　
谷
矢 

勅
子
　

☆ 

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
（
保
育
事
業
従
事
者
）

長
浜
保
育
園
　
　
　
　
　
　
　
副
園
長
　
岡
村 

う
め
子

れ
ん
げ
心
の
花
保
育
園
　
　
　
　
園
長
　
黒
田 

玲
子

楠
橋
保
育
所
　
　
　
　
　
　
　
　
所
長
　
松
野 

稲
香

☆ 

全
国
保
育
協
議
会
会
長
表
彰

萩
原
保
育
園
　
　
　
　
　
　
　
　
園
長
　
鈴
木 

富
美
子

古
前
保
育
所
　
　
　
　
　
　
　
　
所
長
　
石
橋 

郁
子

今
町
保
育
所
　
　
　
　
　
　
　
　
所
長
　
河
﨑 

幸
子

☆ 

西
村
法
昭
顕
彰
会
表
彰

竜
光
保
育
園
　
　
　
　
　
指
導
保
育
士
　
深
川 

祥
子
　

さ
か
え
保
育
園
　
　
　
　
統
括
保
育
士
　
夜
部 

榮
子
　

ふ
た
ば
保
育
園
　
　
　
　
　
　
　
園
長
　
松
田 

ト
シ
子
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に
つ
い
て
も
体
制
を
整
え
、
十
分
に
見
直
し
す

る
よ
う
に
と
通
達
が
あ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度
が
始
ま
り
３

年
半
が
経
ち
ま
す
。

子
育
て
安
心
プ
ラ
ン
で
は
意
欲
的
な
自
治

体
を
支
援
す
る
た
め
、
待
機
児
童
解
消
に
必
要

な
受
け
皿
を
確
保
し
、
女
性
就
業
率
80
％
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
小
規
模
保
育
、
企
業
主
導
型

等
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

待
機
児
童
解
消
の
た
め
０
歳
、
１
歳
、
２

歳
を
受
け
入
れ
る
目
的
か
ら
企
業
主
体
の
保

育
拡
充
問
題
等
市
町
村
が
関
与
す
る
こ
と
な

く
国
が
す
す
め
て
い
る
中
で
果
た
し
て
そ
れ

で
良
い
の
か
、「
真
」
に
子
ど
も
の
成
長
発
達

を
願
う
か
ら
こ
そ
「
不
信
感
」
が
つ
の
っ
て

き
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
の
見
直
し
が
始
ま

り
保
育
所
等
の
特
性
を
踏
ま
え
た
保
育
の
質

の
確
保
・
向
上
を
図
る
た
め
具
体
的
な
方
策

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
か
ら
社
会
福
祉
研
修
所
、
保

育
士
会
で
の
研
修
体
制
が
整
い
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
研
修
の
仕
組
み
が
確
立
し
研
修
受
講
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
一
人
ひ
と
り
が
質
の
向

上
に
努
め
学
ん
で
い
く
こ
と
で
す
。

最
後
に
皇
后
様
の
詩
の
中
に
「
経
験
す
る
だ

け
で
な
く
、
経
験
し
た
こ
と
に
思
い
を
巡
ら
す

よ
う
に
」と
あ
り
ま
す
。子
ど
も
た
ち
の
出
会
い
、

素
敵
な
場
に
居
る
こ
と
、
保
育
園
が
続
い
て
居

る
か
ら
こ
そ
、
今
の
保
育
の
あ
り
方
を
考
え
こ

れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
願
い
携
わ
り

た
い
も
の
で
す
と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

全
国
の
少
子
高
齢
化
の
進
展
と
本
市
の
比

較
の
説
明
か
ら
始
ま
り
、
子
育
て
支
援
の
魅
力

と
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
元

気
発
進
！ 

子
ど
も
プ
ラ
ン
の
基
本
理
念
の
４

つ
の
政
策
分
野
と
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
の
構
成
が
示
さ
れ
、
本
市
の
３
つ
の
取
組

み
計
画
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
１ 

子
ど
も
の
育

ち
を
支
え
る
幼
児
期
の
学
校
教
育
や
保
育
の
提

供
、
年
間
を
通
じ
た
待
機
児
童
ゼ
ロ
へ
の
対
策

に
向
け
、
保
育
の
「
量
の
拡
充
」
や
「
担
い
手

の
確
保
」
に
向
け
た
取
組
み
。
２ 

安
心
し
て

生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
わ

い
わ
い
子
育
て
支
援
事
業
と
の
び
の
び
赤
ち
ゃ

ん
訪
問
事
業
。
３ 

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す

る
子
ど
も
へ
の
支
援
の
充
実
、
母
子
・
父
子
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
運
営
・
ひ
と
り
親
家
庭
自
立
支

援
給
付
金
の
促
進
状
況
の
説
明
が
あ
り
、
最
後

に
児
童
虐
待
へ
の
対
応
の
早
期
発
見
・
迅
速
か

つ
適
切
な
対
応
の
重
要
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

西
日
本
各
地
豪
雨
と
日
本
列
島
に
お
い
て
、

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
多
く
の
方
が
被
災
さ

れ
ま
し
た
。
改
め
て
自
然
災
害
の
怖
さ
を
痛
感

し
た
と
同
時
に
今
後
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
起
こ

り
う
る
災
害
で
あ
る
た
め
、
保
育
園
内
の
災
害

が
ら
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
き
関

係
を
作
っ
て
い
く

と
よ
い
の
か
を
話

さ
れ
ま
し
た
。
時

に
は
、
香
西
洋
院

長
先
生
ご
自
身
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交

え
、
笑
い
を
誘
い

な
が
ら
も
「
困
っ
て
い
る
の
は
本
人
な
ん
で
す
」

と
そ
の
人
の
立
場
に
立
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
熱

く
語
ら
れ
ま
し
た
。

「
発
達
障
害
」
は
一
生
涯
続
く
も
の
で
あ
り
、

生
涯
に
わ
た
る
支
援
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
障
害
の
理
解
は
人
間
理
解
で
あ
る
こ
と
と
締

め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

発
達
障
害
を
抱
え
て
い
る
人
が
増
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、「
発
達
障
害
」
と
は
何
か
、
ど
ん

な
も
の
か
と
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
、

と
ま
ず
語
ら
れ
ま
し
た
。「
発
達
障
害
」
の
種

類
１ 

学
習
障
害
（
Ｌ
Ｄ
）
２ 

注
意
欠
如
・
多

動
性
障
害
（
Ａ
Ｄ
／
Ｈ
Ｄ
）
３ 

自
閉
ス
ペ
ク

ト
ラ
ム
症
（
Ａ
Ｓ
Ｄ
）
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
性
や
症
状
を
詳
し
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
特
異
性
や
感
覚
過
敏
、

視
覚
優
位
、
抽
象
的
な
も
の
曖
昧
な
こ
と
は
苦

手
等
々
を
理
解
し
た
上
で
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

表
に
し
て
明
示
す
る
、
急
な
予
定
変
更
や
予
定

に
な
い
こ
と
は
し
な
い
等
、
具
体
例
を
示
し
な

第
56
回 

北
九
州
市
保
育
研
修
大
会

「
発
達
障
害
を
知
る
こ
と
で             

　
　
　
人
を
見
る
目
が
変
わ
る

　
　
　
　
　
　
　
人
に
優
し
く
な
れ
る
」

香
西 

洋
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

香
西 

洋 

氏

　
（
一
社
）
北
九
州
市
保
育
所
連
盟

会
長　

酒
井 

光
義

　

北
九
州
市
子
ど
も
家
庭
局

 

事
業
調
整
担
当
課
長　

淺
井 

真
理
子

第
一
日
目
　
施
設
長
特
別
研
修
会

第
二
日
目
　
全
　
体
　
会

講
　
演

基
調
報
告

行
政
説
明

　

去
る
11
月
２
日
・
３
日
の
両
日
、
ア
ル
モ
ニ
ー
サ
ン
ク
・
北
九
州
ソ
レ

イ
ユ
ホ
ー
ル
に
約
2
千
名
の
会
員
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
下
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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遠
藤
先
生
は
子
ど
も
を
取
り
巻
く
大
人
と

の
関
係
性
（
親
子
関
係
や
保
育
者
と
の
関
係
）

が
子
ど
も
の
一
生
涯
の
発
達
の
方
向
性
に
深
く

関
わ
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
切
り
口
と

し
て
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
に
焦
点
を
あ
て
て
お
話

を
さ
れ
ま
し
た
。

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
と
は
『
子
ど
も
が
怖
く

て
不
安
な
時
、
大
丈
夫
だ
よ
と
安
心
感
を
与
え

る
こ
と
』
で
す
。
乳
幼
児
期
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン

ト
は
自
己
（
自
己
肯
定
感
、
自
制
心
な
ど
）
と

社
会
性
の
力
（
心
の
理
解
能
力
、協
調
性
な
ど
）

と
い
っ
た
非
認
知
能
力
そ
の
も
の
の
形
成
に
影

響
す
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
が
特
定
の

大
人
と
の
関
係
の
中
で
く
っ
つ
き
た
い
と
き
に

く
っ
つ
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
重
要
と
繰
り

返
さ
れ
ま
し
た
。

新
保
育
所
保
育
指
針
の
『
幼
児
期
に
育
っ
て

欲
し
い
10
の
姿
』
に
お
い
て
も
、
こ
の
中
の
8

つ
は
非
認
知
能
力
で
あ
り
、
乳
幼
児
期
に
こ
そ

育
つ
力
で
あ
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
私
た
ち
保
育
士
が
十
分
な
ア
タ
ッ
チ

メ
ン
ト
を
行
い
、『
安
心
の
輪
』
に
お
い
て
子

グ
ラ
ム
を
参
考
に
保
育
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

職
員
は
、
保
護
者
と
共
に
喜
び
悲
し
み
苦
し
む

こ
と
で
、
子
ど
も
と
保
護
者
を
支
え
て
き
ま
し

た
。
お
互
い
を
受
け
入
れ
助
け
合
い
な
が
ら
人

と
し
て
の
育
ち
の
礎
を
築
く
事
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
様
々
な
子
ど
も

に
合
っ
た
保
育
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

保
育
制
度
の
検
討
委
員
会
の
発
足
は
、
昭

和
51
年
に
制
度
委
員
会
と
し
て
発
足
し
ま
し

た
。
保
育
制
度
検
討
委
員
会
は
、
一
日
保
育
士

体
験
・
学
生
体
験
学
習
・
就
職
セ
ミ
ナ
ー
・
保

育
士
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
（
出
前
講
演
）
の
4
つ

の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
保
育
士
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
（
出
前
講
演
）
で
は
、
保
育
所
（
園
）

の
社
会
的
役
割
、
仕
事
内
容
等
を
知
り
、
保
育

士
へ
の
関
心
を
持
ち
一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も

達
が
「
保
育
士
に
な
り
た
い
」
と
い
う
将
来
の

夢
に
繋
げ
て
い
く
事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

保
育
士
の
仕
事
や
魅
力
を
伝
え
、
児
童
や
生
徒

が「
保
育
士
」を
目
指
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
、
こ
れ
か
ら
も
保
育
士
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の

活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

自
園
で
は
、
社
会
福
祉
法
人
鳳
雲
会
に
所

属
し
て
い
る
4
施
設
で
交
流
型
園
内
研
修
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
毎
月
の
公
開
保
育
の
観
察
と

振
り
返
り
の
会
を
現
在
も
続
け
て
い
ま
す
。「
保

育
は
子
ど
も
の
姿
で
始
ま
り
、
子
ど
も
の
姿
で

終
わ
る
」
の
言
葉
は
、
自
分
の
保
育
の
中
で
実

感
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

仲
間
た
ち
と
一
緒
に
交
流
型
園
内
研
修
を
行

い
、保
育
の
プ
ロ
と
し
て
も
力
量
を
高
め
る
為
、

日
々
研
鑽
、
日
々
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

我
が
園
は
、
障
害
が
あ
る
子
も
な
い
子
も
共

に
育
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
園
長
の
強
い
願
い
か

ら
昭
和
52
年
に
開
園
、
様
々
な
障
害
を
持
っ
た

子
ど
も
達
と
定
型
発
達
の
子
ど
も
達
と
が
生
活

す
る
保
育
園
と
し
て
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
保
育
を

実
践
し
て
い
ま
す
。

当
初
か
ら
、
ポ
ー
テ
ー
ジ
乳
幼
児
教
育
プ
ロ

「
交
流
型
園
内
研
修
に
取
り
組
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　    

～
18
年
の
あ
ゆ
み
～
」

　

み
の
り
保
育
園

保
育
士　

門
本 

佳
代

「
乳
幼
児
期
に
お
け
る
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の

              

重
要
性
と
保
育
者
の
役
割
」

　

東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科 

教
授

   

発
達
保
育
実
践
政
策
学
セ
ン
タ
ー
（Cedep

）

　

副
セ
ン
タ
ー
長

　

遠
藤 

利
彦 

氏

「
保
育
士
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
　
　
　
　 

～
育
て
・
育
ち
合
う
保
育
士
の
魅
力
を
伝
え
て
～
」

　

北
九
州
市
保
育
士
会 

保
育
制
度
検
討
委
員
会

委
員
長　

長
畑 

洋
子

実
践
発
表

記
念
講
演

ど
も
に
と
っ
て
の
安
全
基
地
、
避
難
場
所
と
な

る
こ
と
、
安
心
感
と
見
通
し
の
中
で
子
ど
も
は

自
発
的
な
探
索
を
繰
り
返
し
、
一
人
で
い
ら
れ

る
能
力
（
自
律
性
の
発
達
）
を
高
め
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
一
生
涯
の
幸
せ
の
土
台
を

見
つ
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
日
々

保
育
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
の
意
味
を
考
え
、

子
ど
も
に
寄
り
添
う
た
め
に
は
ア
タ
ッ
チ
メ
ン

ト
と
い
う
ご
く
当
た
り
前
の
こ
と
が
実
は
一
番

大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

「
配
慮
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
と
　

　
　
　
　
　
　
　  

家
庭
へ
の
支
援
」

　

ふ
た
ば
保
育
園

主
任
保
育
士　

河
内 

千
穂
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仲間
た
ち

　

今
回
２
号
に
わ
た
り
、総
合
療
育

セ
ン
タ
ー
西
部
分
所（
八
幡
西
区

若
葉
）に
つ
い
て
所
長
の
佐
伯
満
氏

と
、き
ら
き
ら
通
園
園
長
の
坂
田
陽

子
氏
に
お
伺
い
し
た
こ
と
を
お
伝

え
し
て
い
ま
す
。

　

前
回
の
１
９
３
号
で
は
、西
部
分

所
の
概
要
と
外
来
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
し

た
。１
９
４
号
で
は
児
童
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー 

き
ら
き
ら
通
園
に
つ
い

て
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

北
九
州
市
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
西
部
分

所（
以
下
西
部
分
所
）は
、外
来
診
療
・
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門
と
、児
童
通
園
部

門
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

児
童
通
園	

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー	

き
ら
き
ら
通
園（
以
下
き
ら
き
ら
通
園
）

Q
．
通
園
の
状
況
を
教
え
て
下
さ
い
。

A
．
発
達
支
援
に
配
慮
を
要
す
る
お
子
さ
ん

の
ク
ラ
ス
は
3
ク
ラ
ス
あ
り
、
1
歳
～

3
歳
児
が
通
園
し
て
い
ま
す
。

　
　
運
動
面
・
健
康
面
を
含
む
発
達
支
援
に

配
慮
を
要
す
る
お
子
さ
ん
の
ク
ラ
ス
は

2
ク
ラ
ス
あ
り
、
1
歳
～
就
学
前
の
児

童
が
通
園
し
て
い
ま
す
。

　
　
利
用
日
数
は
週
1
～
5
日
で
、
通
園
時

間
は
10
時
～
14
時
で
す
。

　
・
ク
ラ
ス
編
成

通園
日数

1～5日

1～5日

2～3日

通園
形態

親子通園
（一部単独保育）

親子
通園

親子
通園

状態

肢体不自由
重症心身障害

肢体不自由
重症心身障害

知的発達　難聴
発達障害

知的発達
発達障害

知的発達
発達障害

年齢

4～5
歳児

1～3
歳児

2～3
歳児

2～3
歳児

1～3
歳児

　
・
通
園
の
一
日

運動遊び

おやつ（牛乳）

朝のあつまり

ボール遊び

給食

玩具遊び（親子分離）

タオルブランコ

帰りのあつまり

降園

10:15

10:45

11:00

11:20

11:45

12:30

13:20

13:45

14:00

　
　
活
動
・
遊
び
に
目
的
や
ね
ら
い
が
あ
る

こ
と
を
、保
護
者
に
も
伝
え
て
い
ま
す
。

　
　
親
子
分
離
の
時
間
は
保
護
者
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
気
分
転
換
の
時

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
・
入
園
時
期

　
　
4
月
～
12
月
頃
ま
で
随
時
入
園
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
　
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
本
体
受
診
→
き
ら

き
ら
通
園
で
面
接
→
計
画
相
談
支
援
→

受
給
者
証
申
請
手
続
（
各
区
・
市
町
村

役
場
）
→
受

給
者
証
受
取

→
通
園
開
始 

と
い
う
流
れ

で
す
。

は
、知
的
障
害
、発
達
障
害
、聴
覚
・
言
語
障

害
な
ど
の
発
達
や
育
児
上
課
題
の
あ
る
子

ど
も
や
肢
体
不
自
由
・
重
度
心
身
障
害
の

あ
る
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
保
育
活
動
を

行
い
ま
す
。

ま
た
、子
ど
も
が
保
護
者
と
共
に
通
い
、

保
育
活
動
を
通
じ
て
基
本
的
生
活
習
慣
の

習
得
や
発
達
促
進
、集
団
生
活
を
通
し
て

社
会
性
を
育
て
る
こ
と
、家
族
が
子
ど
も

の
特
性
を
理
解
し
、育
児
の
方
法
や
医
学

的
知
識
な
ど
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
支
援

を
行
い
ま
す
。

坂
田
園
長
に
様
々
な
質
問
に
お
答
え
い

た
だ
き
、施
設
内
を
案
内
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

Q
．
き
ら
き
ら
通
園
で
は
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
行
い
ま
す
か
。

A
．
保
育
士
が
保
育
活
動
を
通
じ
て
身
辺
自

立
や
集
団
生
活
に
適
応
す
る
た
め
の
練

習
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
家
族
が
子
ど

も
の
特
性
を
理
解
し
、
子
ど
も
に
合
わ

せ
た
関
わ
り
な
ど
を
身
に
つ
け
る
た
め

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
P
T 

O
T 

S
T 

心
理
士
が
保
育
活
動

に
参
加
し
て
子
ど
も
の
状
態
を
観
察
し

た
り
、
個
別
に
評
価
を
行
い
保
護
者
に

対
し
て
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い

て
助
言
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
　
医
師
や
看
護
師
が
健
康
状
態
を
確
認
し
た

り
、
必
要
な
処
置
を
行
っ
た
り
し
ま
す
。

第194号
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Q
．
保
護
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
教
え
て
下

さ
い
。

A
．
保
護
者
に
は
、
子
ど
も
に
関
す
る
こ
と

や
保
護
者
自
身
の
こ
と
な
ど
、
様
々
な

ニ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。

○
子
ど
も
に
関
す
る
ニ
ー
ズ

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
。」

「
言
葉
の
理
解
や
表
出
を
増
や
し
た

い
。」

「
お
友
だ
ち
と
一
緒
に
遊
べ
る
よ
う

に
な
っ
て
ほ
し
い
。」

「
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
が
少
し
で
も

自
分
で
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ

し
い
。」

「
オ
ム
ツ
が
外
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

ほ
し
い
。」

「
食
べ
ら
れ
る
も
の
が
増
え
て
ほ
し

い
。」
等

○
保
護
者
自
身
の
ニ
ー
ズ

「
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
を
学
び
た

い
。」

「
こ
の
ま
ま
保
育
所
や
幼
稚
園
に
行

け
る
か
不
安
。」
等

　
　
こ
の
よ
う
な
保
護
者
の
思
い
や
不
安

を
受
け
止
め
、
多
職
種
で
連
携
を
取

り
な
が
ら
、
家
庭
で
で
き
る
関
わ
り

を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
　
保
育
の
あ
そ
び
の
中
の
目
的
を
伝
え

Q
．
利
用
者
は
ど
の
地
域
か
ら
登
園
し
て
い

ま
す
か
？

A
．
八
幡
西
区
を
中
心
に
八
幡
東
区
、
若
松

区
、
戸
畑
区
、
市
外
か
ら
通
園
し
て
い

ま
す
。

　
　
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
い
て
3
歳
未
満
児
の

親
子
が
通
園
で
き
る
施
設
が
少
な
い

の
で
、
市
外
か
ら
の
需
要
も
多
い
よ

う
で
す
。

る
こ
と
で
、
日
常
の
親
子
の
あ
そ
び

の
中
で
意
識
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　
　
ま
た
、
新
し
い
情
報
を
提
供
し
た
り
、

卒
園
後
の
進
路
を
一
緒
に
考
え
て
い

ま
す
。

Q
．
保
護
者
に
と
っ
て
親
子
通
園
と
は
ど
の

よ
う
な
所
で
す
か
。

A
．
保
護
者
に
と
っ
て
の
親
子
通
園
の
意
義

と
は
…

○
子
ど
も
の
特
性
や
集
団
で
の
様
子

を
知
っ
た
職
員
と
、
進
路
に
つ
い

て
話
す
こ
と
が
で
き
る
。

○
同
じ
よ
う
な
悩
み
を
持
つ
保
護
者

と
の
出
会
い
。

○
日
常
生
活
に
お
け
る
子
育
て
の

悩
み
を
相
談
で
き
る
職
員
と
の

出
会
い
。

○
家
庭
で
は
出
来
な
い
よ
う
な
活
動

を
通
し
て
子
ど
も
の
好
き
な
こ
と

や
好
き
で
は
な
い
こ
と
、
得
意
な

こ
と
苦
手
な
事
を
知
る
機
会
が
持

て
る
。

○
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
、
事
業
所
、
制

度
な
ど
、
必
要
な
社
会
資
源
に
関

す
る
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
保
護
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
そ
の

子
に
合
っ
た
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー 

保
育
北
九
州
編
集
委
員
）

〈
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て
〉

　

詳
し
い
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

一
人
一
人
の
子
ど
も
と
保
護
者
に
丁
寧
に
関

わ
る
姿
勢
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

保
育
所
で
も
子
ど
も
の
育
ち
を
丁
寧
に

見
つ
め
、保
護
者
の
思
い
を
受
け
止
め
た
保

育
を
し
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。　

八幡西区
63名

八幡東区
9名

若松区
17名

戸畑区3名

中間市8名

直方市5名

若宮市1名

行橋市1名

宗像市2名 田川市
8名

遠賀郡
8名
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（
一
社
）
北
九
州
市
保
育
所
連
盟へ

ご
寄
付

　

ふ
た
ば
保
育
園	

園
長	

松
田
ト
シ
子	

様
よ
り
西
村
法
昭
顕
彰
会
受
章
に
伴
い

ご
厚
志
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
ご
主
旨
を
尊
重
し
、
有
意
義
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
共
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

寄 

付

平
成
30
年
10
月
24
日
（
水
）
～
26
日
（
金
）

の
3
日
間
、
第
62
回
全
国
保
育
研
究
大
会
が
川

崎
市
で
開
催
さ
れ
、
全
国
各
地
よ
り
保
育
関
係

者
が
集
い
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
川
崎

市
消
防
音
楽
隊
＆
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
に
よ
る
リ

ズ
ム
感
・
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
ド
リ
ル
演
技
や
演
奏

が
あ
り
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
全
国
保
育
協
議

会	

会
長	

万
田	

康
氏
に
よ
る
『
保
育
を
め
ぐ
る

動
向
と
全
国
保
育
協
議
会
の
取
り
組
み
』
の
基

第
62
回
全
国
保
育
研
究
大
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
し
て

調
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
保
育
を
取
り
巻
く
状

況
と
対
応
・
幼
児
教
育
の
無
償
化
・
待
機
児
童

の
解
消
・
保
育
士
等
の
処
遇
改
善
・
保
育
の
質

の
議
論
な
ど
を
具
体
的
な
資
料
を
基
に
、
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
保
育
・
子
育
て
に
つ
い

て
今
現
在
の
国
の
状
況
に
つ
い
て
の
説
明
も
あ
り

ま
し
た
。

2
日
目
は
、
各
分
科
会
に
分
か
れ
て
の
研
修

で
し
た
。
私
は
『
子
ど
も
の
よ
り
良
い
育
ち
に
む

け
た
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
を
テ
ー
マ

と
し
た
第
六
分
科
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
分
科

会
で
は
、
北
海
道
・
札
幌
認
定
こ
ど
も
園
、
神

奈
川
県
・
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
も
み
じ
保
育
園
、
鳥

取
県
・
鳥
取
あ
す
な
ろ
保
育
園
の
実
践
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。
ど
の
園
も
、
地
域
の
関
係
機
関

と
連
携
・
協
働
を
も
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
む

べ
き
役
割
を
確
立
す
る
た
め
に
日
々
努
力
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
分
科
会
助
言
者
・

武
庫
川
女
子
大
学	

教
授	

倉
石	

哲
也
氏
か
ら
は
、

「
我
が
国
の
現
状
は
、
地
域
の
子
育
て
力
が
弱
く

な
っ
て
、
地
域
と
の
連
携
が
以
前
よ
り
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
。ま
た
法
律
が
細
か
く
確
立
し
、

福
祉
制
度
・
社
会
制
度
・
個
人
情
報
の
問
題
等

が
制
度
で
守
ら
れ
て
き
た
た
め
、
お
互
い
に
助
け

合
う
力
が
弱
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

り
、
成
熟
社
会
の
矛
盾
で
も
あ
る
。」
と
言
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
も
、
保
育
所
の
役
割

が
重
要
で
あ
り
、
指
針
に
も
あ
る
よ
う
に
、
保

護
者
に
対
す
る
子
育
て
支
援
に
お
け
る
地
域
の

関
係
機
関
等
と
の
連
携
及
び
協
働
を
図
り
、
保

育
所
全
体
の
体
制
構
築
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

3
日
目
は
、
人
間
性
脳
科
学
研
究
所	

所
長	

武
蔵
野
学
院
大
学	

教
授	

澤
口	

俊
之
氏
の
記
念

講
演
『
子
ど
も
の
脳
を
い
か
に
育
む
か
』
と
い
う

テ
ー
マ
で
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
前
頭
前
野
の

知
能
と
し
て
の
「
人
間
性
知
能
（
Ｈ
Ｑ
）」
の
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。
人
間
性
知
能
は
、
探
求
心

や
主
体
性
、
協
調
性
な
ど
の
総
称
だ
そ
う
で
す
。

脳
に
は
臨
界
期
が
あ
り
、
音
声
・
言
語
能
力
は
、

1
歳
～
7
歳
、
情
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
力
は

1
歳
～
4
歳
ぐ
ら
い
、
仲
間
と
の
関
係
構
築
力

は
3
歳
～
7
歳
ぐ
ら
い
ま
で
が
、
一
番
ピ
ー
ク
に

な
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
幼
児
期
の
し
つ
け
の
大

切
さ
も
お
話
が
あ
り
、
幼
児
期
が
い
か
に
重
要

で
あ
る
か
を
学
び
ま
し
た
。
大
会
の
最
後
は
、
大

会
宣
言
と
次
回
開
催
地
の
広
島
市
へ
の
引
継
ぎ

が
行
わ
れ
、
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

今
回
、
多
く
の
仲
間
に
出
会
い
、
多
く
の
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
全
国
の
保
育
の
現
状

を
把
握
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
少
子
化
の
中
、

保
育
施
設
の
利
用
は
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
保

育
士
等
の
人
材
不
足
は
否
め
な
い
状
況
で
あ
り
、

処
遇
改
善
等
の
諸
問
題
は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

る
成
長
を
保
障
す
る
た
め
に
は
、
保
護
者
支
援

や
子
ど
も
達
を
取
り
巻
く
環
境
を
整
え
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、
保
育
士
等
の

資
質
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
改
め

て
感
じ
た
研
修
で
し
た
。

　

高
見
の
森
保
育
園　

川
　
口
　
淳
　
子

研
修
・
一
期
一
会
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支部 況近 第20回
PART2
八幡西区篇

静観な立地にあり、周囲には公園も多いので、0歳児も4月
から散歩を楽しむことができます。障害児保育の取り組み
をはじめ、一人一人の個性を生かし伸ばす保育を心掛けてい
ます。

八幡西区には37の保育所（園）があります。支部
近況では3回に分けて各園の様子をご紹介してい
ます。今回はPART2をお送りします。

全園児で出発するお散歩『おひさまてくてく』や異年齢児
混合グループでの『あそびの日』を楽しみに登園するお友だ
ち！お世話したりされたり、微笑ましい時間が流れ、みんな

「明るく・楽しく・元気よく」過ごしています。

七十数年前にお寺での保育から始まり、心豊かな人格形
成を目指した仏教保育を中心に、水泳教室や体育教室など
の健康保育、お茶会や生花教室などの情操・伝統文化保育を
実践しながら、子どもたちと保育士が笑顔あふれる保育を
行っています。

黒崎の都心部から車で10分位、緑に囲まれ静かな環境の
中にあります。設立して51年目の古い園舎ですが、子どもた
ちは保育目標の一つである「自然に恵まれた環境の中でか
らだを動かしてあそぶ」の通り、園庭や隣接する公園などで
元気に遊んでいます。

園庭にそびえ立つ“そめいよしの”が満開になる春にはお
花見給食を行い、夏野菜の収穫や芋掘り稲刈り体験などの
自然からの学びも大切にしています。園内は主体性を重んじ
たコーナー作りや季節ごとに飾られるオブジェなどに心躍
らせ様々な環境を楽しんでいます。

JR折尾駅から徒歩5分の所にあり、園庭に大きな楠の木の
ある、小高い丘に建っています。体を動かす様々な遊びを取
り入れ、健やかな体作りを目指しています。未就学児交流「あ
そぼう会」を年6回開催、毎年、折尾神楽夏越祭に参加して、
おろちの舞を披露するなど、地域との交流を行っています。

色とりどりのJRの列車に手を振り、金山川沿いの桜並木
は絶好のお散歩コース。四季折々を体で感じています。10月
に開催されるマーチングフェスティバルには開園当初から
参加。忍耐力や協調性を育むとともに、音楽的感性などの情
操面も育っています。

昨年、園創立40年を記念し、福尾野歩氏（野歩さん）に、園
歌を作っていただきました。“♪未来へ強く羽ばたこう 優し
い笑顔届けます 明日を夢見る則松保育園 さあ出発だ！オ
ウ！”子どもたち、お気に入りのフレーズです！

近隣の別所公園には、どんぐりや落ち葉拾いなどでき
る小高い山があり、グラウンドではマラソンやボール遊び
をして心身ともに健やかな成長を育んでいます。また、1・
2歳児の異年齢児保育を行い、共に育ち合うよう取り組ん
でいます。

行事が終わるごとに少しずつ頼もしくなっていく子どもた
ち。運動会ではマーチングや組体操などたくさんの感動を与
えてくれました。年長児は園生活最後の生活発表会・サッ
カー大会に向けてみんなで練習を頑張っています。

当園は、地域交流・世代間交流が行える立地に恵まれ、6月
に地域の公園愛護会の方々とのこいのぼりあげの様子がメ
ディアに放送されました。子ども達の健やかな成長を願い地
域の皆様に見守られながら保育を行っています。

「園庭で遊ぼう！」と元気いっぱいの子どもたち。春は桜の
花びらケーキやシロツメクサの冠。夏は虫取り。秋はあらか
しの実のどんぐりご飯。冬はもみの木のイルミネーションと
四季を感じられる園庭では、いつも子どもたちの元気な声と
笑顔があふれています。

穴生保育所

杉の子保育園

広い園庭があり自然豊かな保育所です。小・中学校との連
携を深め、学校ごっこ等子どもたちの交流を中心に、保育士・
学校教諭との合同研修会・先生体験等実施しています。ネッ
トワークを作り、子どものより良い育ちを地域と一緒に目指
しています。

楠橋保育所

木屋瀬保育園 幸神保育園

別所保育園 折尾保育所

さかえ保育園 則松保育園

引野乳児保育園 熊西保育園

東筑保育園 引野保育園
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先
日
は
、母
の
誕
生
日
。い
く
つ
に
な
っ
た
か

尋
ね
る
と
左
手
を
開
い
て
5
、そ
の
あ
と
何
と

か
3
を
示
す
こ
と
が
出
来
た
。ど
う
や
ら
80
歳

を
迎
え
た
こ
と
は
分
か
っ
て
い
る
よ
う
だ
。娘
で

あ
る
私
の
年
を
尋
ね
る
と
左
手
を
開
い
て
2
回

振
る
。そ
し
て
悪
戯
な
顔
で
ニ
ヤ
リ
と
笑
う
。私

も
つ
ら
れ
て
プ
ッ
と
吹
き
出
す
。互
い
に
こ
ん
な

に
年
を
取
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
ご
ま
か
す
よ

う
に
笑
っ
て
い
る
。

母
は
、今
老
人
ホ
ー
ム
で
暮
す
。脳
梗
塞
で
倒

れ
た
5
年
前
、一
時
は
死
も
覚
悟
し
た
。そ
の
後

一
命
を
取
り
留
め
る
も
、言
語
障
害
、嚥
下
障

害
、右
半
身
不
随
と
な
り
寝
た
き
り
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
き
た
。お
な
か
の
穴
か
ら
直
接

流
動
食
を
食
し
、ご
馳
走
を
口
に
入
れ
る
こ
と

も
で
き
な
い
。そ
れ
な
の
に「
今
日
の
晩
御
飯
、

何
作
ろ
う
か
な
ぁ
。ね
ぇ
何
が
食
べ
た
い
？
」と

私
は
母
に
尋
ね
る
。母
は「
そ
ん
な
こ
と
、私
に

尋
ね
る
？
」と
言
わ
ん
ば
か
り
に
ニ
ヤ
リ
と
笑

う
。「
母
さ
ん
の
作
っ
た
コ
ロ
ッ
ケ
が
食
べ
た
い

な
ぁ
」と
言
う
と「
自
分
で
つ
く
り
な
さ
い
」と
い

う
よ
う
に
左
手
の
人
差
し
指
を
私
に
向
け
て
せ

わ
し
な
く
動
か
し
、気
持
ち
口
を
尖
ら
せ
た
よ

う
に
も
見
え
る
。ま
る
で
喋
る
こ
と
が
出
来
な

い
の
に
何
だ
か
会
話
が
成
立
す
る
か
ら
不
思
議

な
も
の
で
あ
る
。

子
育
て
中
は
母
に
大
変
世
話
に
な
っ
た
。娘

が
熱
を
出
す
と『
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ち
』へ
娘
を
連

れ
て
い
き
預
か
っ
て
も
ら
う
の
が
常
だ
っ
た
。途

中
娘
の
熱
が
下
が
っ
て
元
気
に
な
る
と
、母
は

体
力
を
消
耗
し
夕
方
に
は
ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
っ
て

い
た
。あ
る
日
は
娘
の
前
髪
が
パ
ッ
ツ
ー
ン
！
と

ス
タ
イ
ル
チ
ェ
ン
ジ
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
た

が
、目
が
点
に
な
っ
て
い
る
私
に「
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
切
っ
て
も
ら
っ
た
」と
娘
は
誇
ら
し
げ
な
笑

顔
で
報
告
し
た
も
の
だ
。帰
り
に
は
母
の
決
ま

り
文
句「
娘
は
泥
棒
ね
」を
添
え
て
夕
飯
の
足
し

な
る
も
の
等
を
袋
い
っ
ぱ
い
に
持
た
さ
れ
た
こ

と
も
懐
か
し
い
。

老
人
ホ
ー
ム
に
入
居
が
決
ま
り
母
の
自
宅
を

整
理
し
て
い
る
と
、箪
笥
の
奥
の
方
に
小
さ
な
箱

を
見
つ
け
た
。開
け
て
み
る
と
中
か
ら
小
さ
な

靴
と
ア
ヒ
ル
の
玩
具
が
入
っ
て
い
た
。す
り
減
っ

た
小
さ
な
赤
い
靴
は
幼
い
頃
の
娘
の
置
き
靴
、ア

ヒ
ル
は
水
遊
び
や
風
呂
で
活
躍
し
た
娘
の
お
気

に
入
り
グ
ッ
ズ
だ
っ
た
。こ
ん
な
も
の
を
大
事
に

し
ま
い
込
ん
で
も
花
嫁
道
具
に
も
な
り
ゃ
し
な

い
と
苦
笑
し
つ
つ
も
、き
っ
と
こ
れ
は
母
の
宝
物

な
の
だ
と
胸
の
奥
が
キ
ュ
ン
と
熱
く
な
り
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。こ
の
宝
物
は

今
、私
の
自
宅
の
押
し
入
れ
に
眠
っ
て
い
る
。母

と
娘
両
方
の
思
い
出
の
詰
ま
っ
た“
私
の
大
切
な

宝
物
”と
し
て
。お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
る
日
が
来

た
ら
私
も
母
の
よ
う
に
な
れ
る
だ
ろ
う
か
。「
今

度
は
あ
な
た
の
番
」と
母
は
言
う
だ
ろ
う
。宝
箱

の
中
、ア
ヒ
ル
も
出
番
を
待
っ
て
い
る
。

ナ
オ
ミ
愛
児
園　

平
　
田
　
敬
　
子

雑

感
わ
た
し
の
宝
物

編 集 後 記 — い た だ き ま す ・ ご ち そ う さ ま で し た —

食前の言葉… 「ひとつぶのおこめも、ひとしずくのみずも、
   みなたいせつなものです
   そまつにせずによくかんでいただきます」
食後の言葉… 「おかげでごちそうさまでした」

毎日の給食を頂く前に手を合わせ、お米や水にも、肉や魚はも
ちろんのこと、野菜や果物にもいのちがあり、それぞれの食材に
感謝の思いから、初代園長が食事の言葉として、園児たちに受け
継がれている。

近年は給食費を払っているのだから「いただきます」「ごちそう

さま」を言う必要はないと学校に申し入れる親がいるという。
人と人との関わりや食への関心が高まる今、「いただきます」

「ごちそうさま」に教えられる事は多く、日本人の考え方や食文化
が色濃く反映され、食事の言葉が生まれたようです。

何気ない言葉ですが、意味を知って使うことで、心の栄養につ
ながるのではないでしょうか。

日野前編集長が病に倒れられ一年余り、先生の快復を願いつ
つ、編集委員一同より良い紙面作りに頑張りたいと思います。今
年もどうぞよろしくお願いいたします。

「保育北九州」編集長　西　敏 昭

（4歳児の作品）

おとうさんといっしょにもちつき

うれしいな


